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 議員 産後うつ予防及び妊娠・産後期の自
死防止に対する取組を聞く。

 部⾧ 妊婦全員への相談案内、支援が必要
な妊産婦への保健師や助産師による訪問、
医療機関と連携した支援等を行っている。

 要望等 地域の助産所等に頼るだけでなく、
産後ケア専用の拠点を整備する等、多職種
連携で、支援が途切れな
い仕組みへの発展が、母
と子の命を守り、地域全
体で子育てを支える基盤
になると意見する。

 議員 枚方市駅周辺再整備で⑤街区移転の
前提であった国、府、市の合同庁舎構想は
消滅し、市が用地を取得して新庁舎を建設
する合理性はない。④街区市有地を活用す
れば、速く安く安全に整備できる。市⾧の
考えを聞く。

 市⾧ 市民や議会の意見を踏まえ、庁舎位
置を確定後、まちづくりの熟
度を高めたい。

 要望等 ⑤街区移転に固執せ
ず、市民利益を最優先に責任
ある判断を求める。

母と子の命を守るため
途切れない支援を

⑤街区移転の合理性消滅
市民利益最優先の判断を

 質問 ⑤街区の庁舎用地取得の資金として
いた④街区の市有地売却を、事前の説明も
なく協議会当日の答弁で突然覆し、定期借
地へと方針変更したが、財源確保や⾧期的
な財政見通しをどう考えるのか。

 答弁 市債を最大限活用し、他の投資的事
業の費用や時期を見直すなど、
市の負担の平準化を図る。

 要望等 説明責任を果たさぬ
方針転換は議会軽視、市民へ
の背信である。

売却から定期借地へ
財源確保と説明責任を


